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論　文　内　容　の　要　旨

　目的

　抗痙攣剤やグルココルチコイド剤の服用，長期の運

動障害などにより，骨粗籟症が小児においても惹起さ

れることが指摘され，小児の骨憎憎の客観的評価およ

び骨粗削症の病態の把握には，重要な課題となってい

る．一方，非侵襲的骨脂量測定法としてのquantitative

CT（QCT）の有用性が近年広く認められるようになっ

たが，CaCO3を標準物質としたQCT評価法の研究は

未だ少ない．著老はCaCO3を標準物質としたQCTに

よる小児骨塩量の客観的評価および血清カルシウム

（Ca），アルカリフォスファターゼ（Alp）値との相関を

検討し，以て各種骨粗髪症の病態究明することを目的

とした．

　対象および方法

　対象は15歳未満の日本人control児44例及び骨代謝

障害児79例．骨代謝障害例は，（1）抗痙攣剤（AED）連

用群（AED群），（2）グルココルチコイド剤（GC）使用

群（GC群），（3）寝たきり群の3群よりなる．　AED群

はフェノバルビタール，アセタゾラマイド，フェニト

インの何れか一拉以上を3年以上服用した34例．GC

群はGCを2週間から6年4ヵ月間，プレドニゾロン

換算で平均一日投与量201ngから660mg（pulse　ther・

apy施行）を使用した29例．寝たぎり群は2ヵ月以上寝

たきりとなった16例．

　QCTは，　CaCO3の標準物質を内蔵した骨量ファン

トムB－MASを被験老の腰椎下に設置し，　CT　scanを

用いて第3腰椎椎体正中部の横断面をscanし，第3

腰椎海綿骨部及びファントムBMASの標準物質の関

心領域内のCT平均値を算出した．　CaCO3濃度とCT

値の検量線を作成し，CaCO3濃：度を読み取った。　QCT

と同時にCa，　Alpをそれぞれ，　o・cresolphthalein

（OCPC）法，　Bessy－Lowry法により測定した．

　結果

　1）control群では0から15歳までにQCT値の年齢

依存性および性差を認めず，ほぼ一定であった

（218。9±29．5mgCaCO3／cm3）．

　2）QCT値は，　control群＞AED群＞GC群〉寝た

きり群の順に有意に低下し（p＜0．05からp＜0．005），

AED群，　GC群，寝たきり群の血清Ca値は，　control

群に比し有意に低下していた（pく0，05からp＜
0．005）．

　3）AED群の血清Alp値はcontrol群に比し有意に

高値（p〈0．005）を示し，GC群，寝たきり群のそれは

有意に低値（p＜0．01，p＜0，005）であった．

　4）QCT値と血清Alp値の相関を一次回帰直線を

用いて検討した．contro1群，　AED群，寝たきり群で

は有意な相関を示さなかったが，GC群では相関係数

r＝0．523で有意な正の相関が認められた．

　結論

　海綿骨骨塩濃度低下の病態は，AED，　GC，寝たきり

各群ごとに異なり，特に，他の群に比べGC群ではAlp

の活性の低下が海綿骨骨塩濃度の減少に深く関与して

いるものと考えられた．
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論　文　審　査　の　要　旨

　骨塩量の非侵襲的かつ客観的な評価法として新しく導入されたquantitative　CT（QCT）法は，小児の正常

値が未だ少なく，小児疾患への臨床応用はほとんど行われていない．本研究は，single　energy　QCT（SEQCT）

を用い，15歳未満小児のhospital　control児の腰椎海綿骨骨塩量を測定して，小児の正常値を出すとともに，

抗痙攣剤，ステロイドホルモンの長期連用，長期臥床など，種々の骨粗籟症状態にある患児について本法を応

用し，本法が小児の骨塩量の客観的評価に有用であることを明らかにした，学術上価値ある研究と認める．
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